
【活動内容】

９月２９日の開催に向け、学生スタッフ
の活動は５月から始まり、総勢４２名で
事前準備を行いました。
事前準備では市ヶ谷にある大学本部で

の対面ミーティングに加え、２０回以上
のファシリテーションスキルを磨くオン
ライン研修を行いました。
オンライン研修では、当日の参加者の

方々と一緒に「日大の魅力・強み」を再発
見できるよう、参加者が意見を出しやす
い話し方や場の雰囲気づくりにポイント
を絞り実施しました。当日参加した方か
らは「日大という総合大学を活かす取り
組みを考えることができた」という感想
をもらうことができました。

【テーマ】
「～魅力・強みの再発見～

“日大“をどう活かす？」

今年度は、日本大学の「魅力・強み」に焦点を
あて総勢１６学部から、大学の強みを活かして
学びを深めるためにどうすればいいか、大学が
どのように改善すればもっと良い教育・学修活
動ができるかという意見を、日本大学の教育理
念である「自主創造」を基点として集めました。
他学部で行われている「その授業良いね！」

という取り組みを自分の学部でも取り入れる
ための学部提案書をまとめました。
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セッション1では、他学部の学生と「自分が受けた中でオススメしたい授業」
について話し合い、その授業が日本大学の教育理念「自主創造」を支える3つ
の構成要素（自ら学ぶ、自ら考える、自ら道をひらく）のどれに関連するかを
考えました。セッションの最後には、自分の学部に提案したい授業について
意見を付箋に書くようにし、セッション3での学部提案書作成に活用しました。

セッション１
他の人にオススメしたい授業

①意見出し/共有

２

右図のように、緑の付箋には授業概要、
赤の付箋にはおすすめポイントを書き出
し、他の参加者に共有をしてもらいまし
た。ただ自分が面白い、楽しかったと思っ
た授業について意見を出すだけでなく、
日本大学の教育理念でもある「自主創
造」を支える3つの構成要素のどれに当
てはまるのかも考えてもらいました。

実際に発表された意見としては…
データの分析を行い、結果等を発表する授

業において多様な視点からの分析が可能と
なるようなサポートをしてほしい。(学んでき
た多様な理論を活用し学習効果を高めるた
め。)
同学部他学科/他学部と協力して一つのプ

ロジェクトを進めるような講義を開いてほし
い。(足りない視点を補い合い、多角的な視
点を持つ力を養い、知識を深めるため。)
といったようなものが挙げられます。

②提案授業の書き出し/発表

①で行われた意見共有で他の参加者
(他学部の人)から聞いたオススメの授
業をもとに各自で所属している学部に
提案する授業について、付箋に意見を
書き出してもらいました。その後、参加
者が1人ずつ、他の人の意見の中で良
いと思った意見を発表していただきま
した。



理想
・講義型だけでなく、実際に働いている人からの話や経験を聞ける授業が
あってほしい

・到達度確認テストの結果を開示してほしい
・授業の前にその授業の概要や必要な知識などの事前プリントをまとめて
配布してほしい

・学生自身が企画発案できる授業を設けてほしい
・他学部の人と交流できる授業があってほしい

セッション2
自分が受けた授業で見つけた改善すべき点
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セッション２では、セッション１で他の人にオススメしたい授業について共有
してもらった上で、大学全体での課題と学部に望む授業は、どのようなもの
かということを同じ学部に所属する学生と教職員間で考えました。その後、
授業の良くない点と改善点の意見出しを行い、意見共有をし、発表してもら
い、優先度の高いものから順位付けをしていきました。

現実
・講義型の授業が多く、学生が飽きてしまっている
・テスト結果が開示されないため、復習がしづらい
・授業に対しての事前準備ができない
・座学が中心の授業が多い
・受け身の姿勢になりやすい
・総合大学の利点を生かす事が出来ていない



【全学部に関わる項目】
・試験や提出した課題に対しての適切なフィードバックがあるように、同じ
授業を行っている教員間で評価方法を統一してほしい

・学部学科関係なく横断できる授業形態を増やしてほしい
・教科書やパワーポイントのスライドを読むだけの授業を行わないでほしい
・同講義における評価方法や講義内容を統一してほしい
・シラバスに沿って一貫した授業内容で授業を行ってほしい
など、多くの意見を集めました。

これらの学部提案書を元に、各学部において学生・教員・職員の三者で
協議し、学修環境の改善を図っていきます！

【学部に望む授業】
・教員と学生が対話でき、学生から教員に対して質問などがしやすい学修
環境を整えてほしい

・授業で行った内容の理解度を測るための小テストを実施してほしい
・ニュースや新聞など最新の情報を授業に取り入れてほしい
・知識をアウトプットする機会を設けてほしい
・他学部他学科と連携した授業を行ってほしい
など、多くの意見を集めました。

セッション３では、セッション２で同じ学部の学生で話し合った改善案
と、セッション１で行った他学部との話し合いで出てきた意見について、
共有を行い、それらを「自ら学ぶ」「自ら考える」「自ら道をひらく」
「その他」に分類しました。そして、グルーピングした意見内容を元に、
私たちが未来に活かしていくための授業の形について、具体的な提案を
行いました。また、各グループにおいて、「学部に望む授業」と「全学
部に関わる項目」の２点に分け、学部提案書を作成してもらいました。

セッション3
私たちが未来に活かすためには
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